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性別 男性 ５ （１５．２）
女性 ２４ （７２．７）
N．A． ４ （１２．１）








































































































































講義開始時 講義終了時 差※） ｔ ｐ
Ⅰ群 ３２ ２４．７５ ２６．２５ １．５０ ２．９４ **
（std．） （２．７３） （３．０４）
Ⅱ群 ２４ １７．３１ １９．３１ ２．００ ３．８７ ***
（std．） （２．７４） （２．９８）
Ⅲ群 １６ １２．７２ １３．４１ ０．６９ ２．４９ *
（std．） （１．３６） （１．５５）
Ⅳ群 １６ １１．４１ １１．９７ ０．５６ １．９２
（std．） （１．７０） （１．６８）











































人数 平均 SD 最小 最大
１９年度 ８ ６９．６２５ ８．４３３６ ５８．０ ８５．０
２０年度 ６ ７１．１６７ ４．５７８９ ６５．０ ７７．０
２１年度 １４ ７１．２８６ ７．９６５６ ５９．０ ８１．０
合計 ２８ ７０．７８６ ７．３０９８ ５８．０ ８５．０
表８ 受講者による講座の評価（満足度）
講座の名称 １９年度 ２０年度 ２１年度 全体
心の時代と精神保健 平均値 １．５０ １．６７ １．７９ １．６８
人数 ８ ９ １４ ３１
（std．） １．３０９ １．２２５ ．８０２ １．０４５
精神保健福祉の流れと当事者の生
活
平均値 ２．２５ ２．００ １．９３ ２．０４
人数 ８ ６ １４ ２８
（std．） １．０３５ １．２６５ １．１４１ １．１０５
家族としての想い 平均値 ２．１７ ２．１１ １．９２ ２．０４
人数 ６ ９ １３ ２８
（std．） ．７５３ １．１６７ ．９５４ ．９６２
居がいと生きがい 家族・社会・
仲間
平均値 ２．２５ ２．１４ １．８５ ２．０４
人数 ８ ７ １３ ２８
（std．） ．７０７ ．６９０ ．８０１ ．７４４
訪問実習（２ヶ所） 平均値 ２．３８ ２．００ ２．２５ ２．２１
人数 ８ ８ １２ ２８
（std．） ．７４４ ．９２６ ．６２２ ．７３８
精神保健ボランティア活動につい
て
平均値 ２．００ ２．１４ １．８３ １．９６
人数 ６ ７ １２ ２５
（std．） １．２６５ １．０６９ ．９３７ １．０２０
全体交流―講座を振り返り語り合
う
平均値 ２．１４ ２．３８ ２．１４ ２．２１
人数 ７ ８ １４ ２９
（std．） ．９００ １．０６１ ．６６３ ．８１９
毎回，講義→グループでの話し合
いという構成についての評価
平均値 ２．１３ ２．２２ １．６９ １．９７
人数 ８ ９ １３ ３０
（std．） １．４５８ ．９７２ １．２５１ １．２１７
ミニ・ニュースの配布への評価 平均値 ２．３８ ２．３３ ２．３１ ２．３３
人数 ８ ９ １３ ３０



























































































































































































































































































７ 池田望 忍博次 『精神障害者に対する社会的態度 札幌
市と浦河町の比較から』 ノーマルな社会を築くために－













社会福祉学３９－１号 通巻５８号 pp１７７ １９９８
１４ リカバリー概念；症状に着目するのではなく，疾患を持ち
ながらかけがえのない命を生き，社会生活を送る，自分の
人生として歩むことの総体，存在自体をリカバリーと呼ぶ
（M．Ragins）。
１５ 窪田暁子 「学びあい，支えあう町づくりをめざして」東
京ボランティア・センター編 精神保健とボランティア活
動の推進に関する研究委員会報告書 １９９４
参考「やさしい精神保健基礎講座」（２００７～２００９）プログラム
精神保健ボランティア養成講座プログラム開発に関する研究
―１００―
